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聖

性
が

失
わ
れ

ず
、

い

か

に
し
て

日
常
的
な

実
践
の

場
で

用
い

ら
れ
て

い

る

の

か

を

問
う
こ

と
は
、

相
互
の

文
化
的
受
容
の

プ
ロ

セ

ス

を
見
る

こ

と

が
で

き、

多
角
的
に

異
文
化
布
教
を
と

ら
え
る

た

め
の

手
が
か
り
に

な
る

と

思
わ

れ
る

。

伝
統
医
療
と

社
会

福
祉

　
　
　

イ

ン

ド

の
一

宗
教
組
織
の

試
み

を

事
例
に

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

岡
光
　
信
子

　
近

年、

一

度
は

廃
れ

た
よ

う
に

見
え
た

伝
統
医
療
を

見
直
す
と
い

う
動

き
が

、

世
界
的
な
拡
が

り
を

見
せ

て

い

る
。

イ
ン

ド

は
、

ア

ー

ユ

ル

ヴ
ェ

ー

ダ

を
は

じ

め

と

す
る

複
数
の

伝
統
医
療
の

歴
史
を

有
し、

中
国
と
並
ん

で

伝
統
医
療
が
医
療
制

度
の

中
で

上

手
く
機
能
し

て

い

る

事
例
と

さ
れ
て

い

る
。

現
在、

イ
ン

ド

中
央
政
府
は
、

厚
生

労
働
省
に

相
当
す
る
保
健
家

族
省
内
に
伝
統
医

療
を

管
轄
す
る

部
署
を
設
立
し、

伝
統
医

療
の

普

及、

研
究、

教
育
環
境
の

整

備
を

進
め

て

い

る
。

　

本
発

表
の

目

的
は
、

ナ

ー

ッ

ト

ゥ

・

マ

ル

ン

ド
ゥ

と

呼
ば

れ
る

イ
ン

ド
・

タ

ミ

ル

ナ

ー

ド
ゥ

州
に

伝
わ

る

伝
統
医
療
の

普

及
を
村

落
部
で

取
り

組
ん

だ
一

宗
教
組

織
の

事
例
を、

伝
統
医
療
の

見
直
し
と
い

う
文
脈
か
ら

取
り
上

げ
、

イ

ン

ド
の

医
療
環
境
と

伝
統
医
療
を

取
り
巻
く
状
況、

そ
の

位
置
づ

け
や

可

能
性
に

つ

い

て

宗
教
組
織
の

関
連
か
ら

考
察
を

行
う
こ

と

に
あ
る

。

　

カ

ト
リ
ッ

ク

教
会
は
、

「

貧
し
い

人
に

手
を
差
し
の

べ

る
」

と
い

う
「

慈

善
」

を
重
視
し
て

お
り、

宣
教
地
に

お
け
る

慈
善
事
業
の

伝
統
を
も
つ

。

イ
ン

ド

は
、

国
民
の

二

五
・

七
％

が

貧
困
線
以
下
の

生

活
状

況
に

あ
り、

公
的
な
社
会
福

祉
の

整

備
が

進
ん

で

い

な
い

。

特
に
、

貧
し
い

人
た
ち
に

と
っ

て
、

医
療
機
関
へ

の

ア

ク
セ

ス

ビ

リ
テ

ィ

ー

は

今
で

も
多
く
の

課
題

が
残
る

。

　
一

九
七
〇
年

代
か
ら
九
〇

年
代
頃
ま
で、

カ
ト
リ

ッ

ク

女
子

修
道

会
S

DS

は
、

タ
ミ

ル

ナ
ー
ド
ゥ

州
の

伝
統

医
療
で

あ
る

ナ
ー

ッ

ト
ゥ
・

マ

ル

ン

ド
ゥ

の

メ

リ
ッ

ト
を
活
か
し
て、

医

療
機

関
へ

の

ア

ク

セ

ス

ビ

リ

テ

ィ

ー

に

難
が

あ
る

村
落

部
に

お
い

て

ナ

ー
ッ

ト
ゥ
・

マ

ル

ン

ド

ゥ

の

普
及
に

努
め

た
。

SDS

が

イ
ン

ド

管
区
を
設
立
し

た
の

は
一

九
七

三

年
の

こ

と

で

あ
る
。

活
動
の

拠
点
と
し

た

内
陸
部
の

村
落
は

非
常
に

貧
し

く、

衛
生

環
境
も

整
っ

て

い

な
か
っ

た
。

こ

う
し

た

劣
悪
な
環
境
が
人
々

の

健
康
を

著
し
く
そ
こ

な
っ

て

い

た
。

SDS

は
、

地

域
の

事
情
に

柔
軟
に

対
応
し

た

活
動
を
行
う
こ

と
を

旨
と

し
て

お
り、

さ
ら
に
保
健
衛
生
の

分
野
で

は

修
道
女
の

専
門
性
を

十
分
に
活
か
し
得
た

こ

と
が、

ナ
ー

ッ

ト
ゥ
・

マ

ル

ン

ド
ゥ

の

活
用
と

い

う
プ
ロ

ジ

ェ

ク
ト
に

着
手

す
る

こ

と
を

容
易
に

さ
せ

た

と
考
え
ら
れ

る
。

か
つ
、

ナ
ー
ッ

ト
ゥ
・

マ

ル

ン

ド
ゥ

は、

そ
の

原

料

が

安
価
で

、

か
つ

身
近
に
あ
る

素
材
か
ら
成
る

た
め

、

利
用

者
の

経
済
的

負
担
が

軽
く、

か
つ

副
作
用
も

少
な
い

と
い

う
利
点
が

あ
る

。

ま
た

SD

S
に

と

っ

て

も
、

会
の

負
担
で

原
価
を
下

回
る

価
格
で

人
々

に

薬
を

提
供

す
る

必

要
も
な
く
、

財
政
を
圧

迫
す
る

も
の

で

は

無
か
っ

た
。

　

SDS

の

ナ

ー

ッ

ト
ゥ
・

マ

ル

ン

ド

ゥ

普
及
プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
は
、

キ
ー2

ス

ト

教
の

慈
善
の

精
神
に

基
づ

い

て
、

特
に
「

貧
し
い

人
に

対
す
る

救
い

の

手
を

差
し

の

べ

る
」

こ

と
を

実
際
に

宣
教
地
で

実
践
に

移
し
た

事
例
と

捉
え
ら

れ
る
。

こ

の

プ
ロ

ジ

ェ

ク
ト
に

お
け
る
よ

う
な、

宣
教
地
の

事
情

に

合
わ

せ

た

柔
軟
な
活
動
を
可
能
に
し
た

理
由
と

し
て
、

次
の

五

点
が

考

え

ら
れ

る
。

 
SDS

の

イ
ン

ド
管
区
設
立
が

第
ニ

バ

チ
カ

ン

公
会
議
の

熱
が
冷
め
や
ら
ぬ

時
期
で

あ
っ

た
た
め

、

修
道
院
外
に

も
活
動
の

場
を

求

370（1092）
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め

る

こ

と
に

妨
げ
が

な
か
っ

た

こ

と
、

 
活
動
の

初

期
の

段
階
で

管
区
長

館
と

活
動
拠
点
が

同
じ

場
所
で

あ
っ

た
た
め

、

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
の

立

案
か

ら

実
践
に

至
る

ま
で

の

プ
ロ

セ

ス

に

時

間
を

要
し

な
か
っ

た
こ

と
、

 
活

動
を

行
う
修
道
女
が
管

区
の

責
任
者
で

あ
る

管

区
長
を

含
め
て

少
人

数
で

あ
っ

た
た
め、

日
頃
か
ら
円

滑
な
意
思
疎
通
が

図
ら
れ、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

始
動
後
で

も
柔
軟
な
修
正
が
可
能
だ

っ

た
こ

と、

 
SDS

の

修
道
女
の

多
く
が

看
護
師
資
格
を

有
し
て

お
り
医
学
的
な
知
識
・

素
養
が
あ
っ

た
こ

と
、

 
SDS

の

施
療
院
と

助
産
院
で

の

活
動
を
通
じ
て

修
道
女
と
村
入

の

間
に

信
頼
関
係
が

既
に

醸
成
さ
れ

て

い

た

こ

と
。

　
SDS

イ

ン

ド
管
区
に

よ

る

ナ
ー

ッ

ト

ゥ

・

マ

ル

ン

ド

ゥ

の

プ

ロ

ジ
ェ

ク

ト

は
、

カ

ト
リ
ッ

ク

教
会
の

慈
善
の

精
神
の

発
露
と

し
て
、

地
域
医
療

の

実
践
を

現
地
社
会
の

諸
事
情
と

修
道
会
側
の

諸
条
件
が

合
致
す
る

形
で

実

現
し
た
も
の

で
、

宗
教

組
織
に

よ
る

福
祉
事
業
の

成
功
例
と

言
う
こ

と

が
で

き
る

。

「

九
二

〇
1
四

〇
年
代
「
精
神
療
法
」

の

な
か

の

臼
井
式
霊

気
療

法

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

平
野

　
直
子

　

本
報
告
で

は
、

手
当
て

療
法
「

レ

イ
キ
」

の

生
ま
れ
た
コ

ン

テ

ク

ス

ト

を
、

同
時
代
の

療
法
　
　
特
に
「

精
神
療
法
」

と

呼
ば

れ
る、

一

九
二

〇

年
代
か

ら
四
〇

年
代
の

日
本
に
特
有
の
一

群
の

代
替
療
法

　
　
と

の

関
係

に

焦
点
を
当
て

て

描
き
出
す
こ

と

を

目
的
と

す
る

。

　
レ

イ
キ

は
一

九
八

〇

年
代、

ニ

ュ

ー

エ

イ

ジ

文
化
の

中
で

ヒ

ー

リ
ン

グ

技
法
の

ひ

と
つ

と
し

て

流
行
し
、

体
験
者
は

世
界
で

百
万
人
を

超
え

る
と

も

言
わ
れ

る
。

身
体
に

手
を

当
て

、

そ
こ

か

ら
「

宇
宙
の

エ

ネ
ル

ギ

ー
」

を
流

す
こ

と
で
、

心

身
の

健
康
維
持
や

自
己
啓
発
な
ど
に

効
果
が

あ
る

と

い

わ
れ
て

い

る
。

　
レ

イ
キ
の

世
界
的
な
流
行
は

欧
米
か

ら

始
ま
っ

た
が
、

そ
の

最

初
の

ル

！

ツ

は
一

九
二

二

年、

東
京
で

臼
井
甕
男
に

よ
っ

て

考
案
さ
れ
た
「

霊

気

療

法
」

に

さ
か
の

ぼ

る
。

臼
井
は

霊

気
療
法
を

、

断
食

な
ど
の

求
道
と

修

行
の

結
果
得
ら
れ
た
「

独

創
」

だ
と

語
っ

て

お
り、

臼

井
の

鞍
馬
山
に
お

け
る
「

霊
気
療
法
」

感
得
の

物

語
は、

実
践
者
た
ち
に

と
っ

て

レ

イ
キ

の

リ
ア

リ
テ

ィ

を
支
え
る

強

固
な

柱
の

役
割
を
果
た
す

。

　
し
か

し
、

一

九
二

八

年
に

臼
井
の

「

霊

気
療
法
」

に

接
し
た

心
理

学

者
・

小

熊
虎
之
助
は

、

『

サ
ン

デ
i
毎
日

」

に

寄
せ

た

記

事
の

中
で

、

そ

れ

を

「

精
神
療
法
」

の
一

種
だ
と
見
な
し
て

い

る
。

こ

の

場

合
の

「

精
神

療
法
」

と
は
、

吉
永
進
］

ら
の

近

年
の

研
究
（
「

精

神
の

力

　
　
民
間

精

神
療
法
の

思

想
」

『

人

体
科
学
』

十
六
（
一
）

、

二

〇
〇

七
、

九

−
二
】

ほ

か
）

が

明
ら

か
に

し
て

い

る

よ

う
に
、

大
正

か

ら

昭
和
戦
前
期
に

か

け
て

叢
生
し
た

、

健
康
維
持
や
病
気
治
療
に

関
す
る

独
特
の

理
論
や

方
法
で

あ

る
。

そ
れ

ら
は

催
眠
術

、

神
智
学
や
ニ

ュ

ー

ソ

ー

ト

と
い

っ

た

欧

米
由
来

の

思
想
を
ベ

ー

ス

に
、

東
洋
の

身
体
技
法
か

ら

当
時
最
新
の

生

理

学
や

心

理

学
ま
で

の

知

識
を

、

多
彩
な

療
法
家
ら

が

そ
れ
ぞ

れ

独
自
の

治

療
と
健

康

法
の

体
系
に

編
成
し

た
も
の

で

あ
っ

た
。

　
当
時
の

新
聞

記
事
を

見
て

い

く
と

、

医
師
以

外
が

提
供
す
る

あ
る

程
度

体

系
だ
っ

た

治
療
・

健

康
法
で
、

「

心
理
」

「

精
神
」

「

霊
」

な
ど
を

操
作

す
る

技
法
を
用
い

る
も
の

に

対
し、

「

精
神
療

法
」

と
い

う
言
葉
が

使
わ

れ
て

い

る

こ

と
が

確
認
で

き
る
。

し
か

し、

小

熊
が
「

霊
気
療
法
」

を

「

精
神
療
法
」

の
一

つ

と

見
な
し
た
の

は
、

単
に

そ

う
し
た

外
形
的
な

類

似
点
の

た
め

だ

け
と

は
言
え
な
い

だ
ろ

う
。

臼
井
の

「

霊
気
療
法
」

の

論

理
や

用
語
法、

方
法
な
ど

の

中

核
的
な
部
分
に、

他
の

「

精
神
療
法
」

と
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